
第
１
部
　
地
球
外
生
命
が
い
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
生
物
か

論
点
1
　
極
限
生
物
に
見
る
地
球
外
生
命
の
可
能
性
　
長
沼
毅
　
3
2

食
べ
る
こ
と
を
や
め
た
動
物
　
3
3
　

�
�
�
　
ど
っ
ち
が
本
体
？
　
3
4
　

暗
黒
の
光
合
成
　
3
6

「
微
生
物
の
巣
」
を
発
見
　
3
9
　

�
�
�
　
地
球
の
本
体
は
地
下
に
あ
っ
た
　
４
４
　

�
�
�
　
水
と
熱
さ
え

あ
れ
ば
い
い
　
4
6
エ
ウ
ロ
パ
探
査
の
「
秘
密
兵
器
」
　
4
8

論
点
2
　
光
合
成
に
見
る
地
球
の
生
命
の
絶
妙
さ
　
皆
川
純
5
1

寡
黙
な
植
物
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
内
面
　
5
2

ふ
た
つ
の
部
分
か
ら
な
る
光
化
学
系
　
5
3

ラ
ン
藻
が
い
た
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
い
る
　
5
6
ふ
た
つ
の
反
応
中
心
の
連
携
プ
レ
ー
　
5
8

ア
ン
テ
ナ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
　
6
0
「
ス
テ
ー
ト
遷
移
」
と
い
う
し
く
み
　
6
1
偶
然
に

わ
か
っ
た
「
答
え
」
　
6
5
電
子
の
流
れ
も
変
え
て
い
た
　
6
9
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
化
」
す
る

絶
妙
さ
　
7
1
や
は
り
光
合
成
こ
そ
「
命
の
大
本
」
　
7
4
知
的
生
命
体
と
生
物
学
　
7
5

第
I
I
部
　
生
命
が
誕
生
し
、
繁
栄
す
る
に
は

何

が

必

要

な

の

か

論
点
３
　
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
仮
説
が
意
味
す
る
も
の
　
菅
裕
明
7
8

生
命
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ド
グ
マ
　
7
9
「
最
初
の
分
子
」
の
ジ
レ
ン
マ
　
8
1
リ
ボ
ザ
イ
ム
の
発

見
　
８４

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
つ
べ
っ
て
や
ろ
う
　
8
7
　画
期
的
手
法
で
次
々
に
リ
ボ
ザ
イ
ム
が
見
つ

か
る
　
８９
　
　
　
　
　
　

Ｒ
Ｎ
Ａ
と
ア
ミ
ツ
酸
が
結
び
つ
い
た
　
9
2
仮
説
が
示
唆
す
る
も
の
　
9
4

論
点
4
　
生
命
は
意
外
に
簡
単
に
誕
生
し
た
　
山
岸
明
彦
　
9
7

条
件
は
4
0億
年
前
に
整
っ
た
　
9
8
最
初
の
生
き
物
の
姿
　
1
0
1生
き
物
は
わ
ず
か
２
億

年
で
生
ま
れ
た
　
0
4
生
命
の
定
義
と
は
　
0
7

最
初
の
細
胞
と
「
プ
ロ
テ
イ
ノ
イ
ド
」
　
0
9

コ
ピ
ー
す
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
保
存
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
　
１２

系
統
樹
か
ら
っ
き
と
め
る
コ
モ
ノ
ー

ト
　

１１５

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
る
解
析
　
1
1
8私
た
ち
と
そ
っ
く
り
な
古
細
菌
　
1
1
9

生
命
が
宇
宙
か
ら
来
た
可
能
性
　
1
2
1



論
点
5
　
共
生
な
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
な
か
っ
た
　
重
信
秀
治
　

1
2
4

多

彩
な
生
命

を
生
み
だ

す
原
動
力
　
2
5
　
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
衝

撃
　
2
6

決
定
的

証
拠

は
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
　
2
8

共

生
な
く
し
て
真
核

生
物
は
生

存
で
き
な
か
っ
た
　
3
1

ア
ブ
ラ
ム

シ
を
大

繁
栄

さ
せ
た
バ
ク
テ
リ
ア
　
3
2

ア
ミ
ノ
酸
の
ギ
ブ
・
ア
ン
ド

ー
テ
イ
ク
　
3
3

極

小
の
ゲ
ノ
ム
サ
イ
ズ
　
3
8

生
存
に
必
須
の
遺
伝
子
も
な
い
！
　
4
0

美
し
い
ま
で
の
共
生

関
係
　
4
1

共
生
は

ゲ
ノ
ム
に
刻
み
込
ま

れ
て
い
た
　
4
3

地

球
外

生
命
と

共
生
　
4
5

第
I
I
I
部

―
宇
宙
に
は
生
命
誕
生
の
条
件
は

ど

れ

だ

け

あ

る

の

か

論
点
６
　
生
命
の
材
料
は
宇
宙
か
ら
来
た
の
か
　
故
林
憲
正
　

1
4
8

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
パ
ン
ス
ペ
ル
ミ
ア
説

ま
で
　
4
9

化

学
進

化
の
古
典
的

シ
ナ
リ
オ
　
5
1

ア
ミ
ノ
酸
の
材
料
が
足
り
な
い
　
1
5
4

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
か
ら
有
機
物
が
！
　
1
5
6
　

ホ
モ

キ
ラ
リ
テ
ィ
の
謎
　
6
2

太

陽
系
に
広

が
る
円
偏

光
　
6
4
　
ゼ

囗
と
１
の
間

を
宇
宙

で
探

そ
う
　
6
6

論
点
7
　
世
界
初
の
星
間
ア
ミ
ノ
酸
検
出
へ
の
課
題
　
大
石
雅
寿
1
6
9

電
波
で
見
る
宇
宙
の
姿
　
7
0
次
々
に
見
つ
か
っ
た
星
間
分
子
　
7
2
惑
星
を
つ
く
る
が

ス
に
は
有
機
分
子
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
　
1
7
5
　
　
　
　
　

宇
宙
に
は
糖
や
酢
が
あ
る
　
1
7
8ア
ミ
ノ
酸

検
出
へ
の
壁
　
1
7
9Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
に
か
か
る
期
待
　
1
8
1知
的
生
命
体
と
の
交
通
手
段
　
1
8
3

第
I
V
部
　
宇
宙
空
間
に
生
命
を
探
す

論
点
8
　
太
陽
系
内
に
生
命
の
可
能
性
を
探
す
　
佐
々
木
晶
1
8
6

彗
星
と
惑
星
の
探
査
　
1
8
7失
わ
れ
た
「
火
星
へ
の
興
味
」
　
1
9
0話
題
騒
然
と
な
っ
た

隕
石
　
1
9
4大
洪
水
地
形
が
示
唆
す
る
水
の
存
在
　
1
9
6

バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
「
二

酸
化
炭
素
の
謎
」
　
1
9
8堆
積
岩
の
発
見
と
「
白
い
筋
」
　
2
0
1エ
ウ
ロ
パ
、
タ
イ
タ
ン
、
エ

ン
ケ
ラ
ド
ウ
ス
の
地
下
海
　
2
0
4大
事
な
の
は
わ
れ
わ
れ
が
滅
び
な
い
こ
と
　
2
0
7



論
点
9
　
宇
宙
に
は
「
地
球
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
　
田
村
元
秀
　

2
0
9

議

論

に

は

デ

ー
タ

が

必

要
　
2
1
0

系

外

惑

星

を

見

る

こ
と

の

困

難

さ
　
2
1
2

ド
ッ
プ
ラ
ー

法
と
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
法
　
2
1
4

ペ
ガ

ス
ス
座
5
1
番

星

の

発

見
　
2
1
6

ケ
プ

ラ

ー
の

大

き

な

成

果
　
2
1
8
「
ハ
ビ
タ
ブ
ル
ソ
ー
ン
」
ど
真
ん
中
の
惑
星
　

2
2
1
す
ば
る
の
直
接
撮
像
　
2
2
4

生

命

の

指

標

を

宇

宙

に

探

す
　
2
2
6

も
し

地

球

外

に

植

物

が

あ
っ
た

ら
　
2
2
8

ド
レ
イ
ク

の
方
程
式
が
意
味
す
る
も
の
　
2
3
0

総
説
　
い
ま
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
地
点
に
い
る
の
か
　
立
花
隆
　

2
3
3

サ
イ
エ
ン
ス
に

お

け

る

タ
ブ
ー
　
2
3
4

ケ

プ
ラ

ー

が
起

こ
し

た

大

転

換
　
2
3
7

S
E
T
－
推

進
者
の
苛
立
ち
　
2
4
0

2
0
1
1
年
の
系
外
惑
星
発
見
ラ
ッ
シ
ュ
　
2
4
2

何

か

バ
イ

オ
マ
ー

カ
ー
に

な

る

の

か
　
2
4
7

反
証
可
能
性
と
平
凡
原
理
　
2
5
0

さ
く
い
ん
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…
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